




研究目的 

 NICU の全国的な普及および新生児医療の進歩に伴い,従来ではその生存が望めなかった

超未熟児及び重症新生児が生存するようになった。それらの生存児の予後は必ずしも悪い

ものではなく,正常な児として退院して行く者の比率は逆に,以前より低くなっていること

が示されている。しかしながら NICU の恩恵を受ける児の対象が広がったために,全体的な

総数としては障害を有する児の数は増加している。そのような障害を有した児を長期的に

管理することに関して,(1)児は家庭でcare されるのが最も望ましく,出来る限り家庭に戻

すべきである,(2)NICUの機能のより有効的な利用が望まれる,の2点から,NICU退院児のホ

ームケアシステムの重要性が浮かび上がってきた。 

 本研究では本邦における NICU 退院児の中で障害を有する者,及びそれらの児がどのよう

にケアされているかの実態を調査し,その問題点をあげ,時代に即したそれらの児のホーム

ケアシステムのプランニングを行なうことを目的とした。 


